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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
銀
河
英
雄
年
代
史
外
伝
　
ケ
リ
ム
星
域
遭
遇
戦

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
１
５
１
Ｊ

【
作
者
名
】

　
雨
霧
颯
太

【
あ
ら
す
じ
】

　
銀
河
帝
国
軍
辺
境
星
域
警
備
艦
隊
司
令
官
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
テ
ン
シ
ュ
テ
ッ

ト
は
商
船
隊
か
ら
の
救
難
信
号
を
受
け
、
現
場
宙
域
に
急
行
す
る
。

そ
こ
に
い
た
の
は
、
「
海
賊
騎
士
」
の
異
名
を
取
る
宇
宙
海
賊
サ
ー
・
ド
レ
イ

ク
だ
っ
た
。
自
軍
の
倍
す
る
兵
力
を
持
つ
ド
レ
イ
ク
に
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
…
…
。

銀
河
英
雄
伝
説
の
本
格
二
次
創
作
！
　
銀
河
英
雄
年
代
史
外
伝
シ
リ
ー
ズ
！

第
三
作
目
！
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第
一
話

新
帝
国
暦
二
一
年
一
月
二
〇
日
午
後
二
時
三
〇
分
 

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
テ
ン
シ
ュ

テ
ッ
ト
大
佐
率
い
る
バ
ー
ラ
ト
星
系
警
備
艦
隊
第
六
戦
隊
五
〇
〇
隻
は
ケ
リ
ム

星
域
か
ら
バ
ー
ラ
ト
星
系
へ
向
か
う
商
船
隊
か
ら
の
救
難
信
号
を
キ
ャ
ッ
チ
し

た
。

先
の
ケ
ル
ン
占
領
以
後
、
大
規
模
だ
っ
た
反
乱
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
通
商
路

を
狙
っ
た
海
賊
行
為
は
あ
と
を
た
た
な
か
っ
た
。

「
ま
っ
た
く
、
毎
度
毎
度
嫌
に
な
る
わ
。
何
度
痛
め
つ
け
れ
ば
懲
り
る
の
か
し

ら
」

艦
隊
参
謀
長
の
ナ
オ
・
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
中
佐
が
腕
組
み
を
し
て
言
っ
た
。

「
確
か
に
同
感
だ
が
、
彼
ら
に
し
て
み
れ
ば
生
き
る
た
め
に
必
要
な
行
為
だ
。

頭
か
ら
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
さ
」

艦
隊
司
令
官
の
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
テ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
は
言
っ
た
。

「
あ
ら
？
や
け
に
連
中
の
肩
を
持
つ
の
ね
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
」

ナ
オ
は
意
外
と
い
う
顔
を
し
て
、
指
揮
シ
ー
ト
に
座
っ
た
一
歳
年
少
の
黒
髪
の

司
令
官
に
言
っ
た
。

「
ま
ぁ
ね
。
海
賊
に
片
足
を
突
っ
込
み
か
け
て
る
相
棒
が
そ
ば
に
い
る
か
ら
ね
」

お
ど
け
て
言
っ
た
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
代
償
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
だ
っ
た
。
彼
の
頭
上
か
ら
ナ
オ
の
げ
ん
こ
つ
が
降
り
注
い
だ
の
で
あ
る
。
並
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の
男
五
、
六
人
を
相
手
に
し
て
お
つ
り
が
来
る
ほ
ど
の
腕
っ
節
を
誇
る
鉄
腕
リ

ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
鉄
拳
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
想
像
を
絶
す
る
痛
み
に

の
た
う
ち
回
り
な
が
ら
、
ナ
オ
に
抗
議
し
た
。

「
痛
い
な
！
　
参
謀
長
！
！
　
こ
ぶ
が
出
来
る
だ
ろ
う
が
！
！
」

ナ
オ
は
手
に
腰
を
あ
て
て
ふ
ん
ぞ
り
返
っ
た
。

「
あ
ら
、
乙
女
の
純
情
を
傷
つ
け
た
罰
よ
」

「
ま
っ
た
く
…
…
三
十
路
過
ぎ
て
何
が
乙
女
だ
よ
…
…
」

艦
橋
に
い
た
も
の
は
例
え
遮
音
防
壁
越
し
で
も
ナ
オ
の
堪
忍
袋
の
緒
が
キ
レ
た

音
が
聞
こ
え
た
で
あ
ろ
う
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
た
ち
は
艦
橋
内
の
空
気
が
絶
対
零

度
に
近
い
温
度
に
下
が
る
の
を
感
じ
た
。
そ
の
次
の
瞬
間
に
は
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
の

悲
鳴
が
聞
こ
え
て
来
た
。

「
ふ
ふ
ふ
。
こ
れ
が
楽
し
み
だ
か
ら
、
こ
の
艦
隊
は
辞
め
ら
れ
な
い
わ
」

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
一
人
が
言
っ
た
。

「
艦
橋
名
物
、
司
令
官
と
参
謀
長
の
夫
婦
漫
才
っ
て
ね
。
艦
長
を
見
て
み
ろ
よ
。

ま
た
胃
薬
飲
ん
で
る
よ
」

も
う
一
人
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
言
っ
た
。
緊
張
が
少
し
だ
け
和
ら
い
だ
が
、
コ

ン
ソ
ー
ル
に
映
し
出
さ
れ
た
反
応
を
見
て
再
び
顔
色
が
変
わ
っ
た
。

「
夫
婦
漫
才
中
失
礼
し
ま
す
！
」

「
誰
が
夫
婦
漫
才
だ
！
！
」
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２
人
は
声
を
揃
え
て
い
っ
た
が
、
意
に
介
せ
ず
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
続
け
た
。

「
海
賊
の
出
現
宙
域
に
到
達
し
ま
し
た
。
映
像
を
出
し
ま
す
」

「
わ
か
っ
た
。
見
せ
て
く
れ
」

サ
タ
ー
ン
の
全
天
周
モ
ニ
タ
ー
に
映
像
が
映
し
出
さ
れ
た
。
救
難
信
号
が
発
進

さ
れ
て
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
艦
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
１
時
間
あ
ま
り
、
海
賊
艦
隊

が
ま
だ
当
該
宙
域
に
お
り
、
輸
送
船
団
の
物
資
を
略
奪
し
て
い
る
様
子
が
映
し

出
さ
れ
て
い
た
。

「
ひ
ど
い
…
…
」

無
惨
に
破
壊
さ
れ
た
輸
送
船
や
武
装
商
船
を
見
て
、
ナ
オ
は
口
を
押
さ
え
た
。

「
直
ち
に
救
助
に
向
か
い
、
海
賊
を
駆
逐
す
る
。
全
艦
、
戦
闘
準
備
」

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
す
か
さ
ず
指
令
を
下
し
た
。

「
全
艦
、
戦
闘
準
備
。
砲
撃
戦
お
よ
び
対
空
戦
用
意
」

「
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
隊
、
発
進
準
備
」

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
指
揮
の
も
と
、
海
賊
に
対
し
た
だ
ち
に
戦
闘
準
備
が
と
ら
れ
た
。

「
艦
隊
陣
形
を
凸
形
陣
に
と
れ
。
そ
れ
か
ら
、
他
の
部
隊
に
応
援
要
請
と
病
院

船
の
手
配
を
」

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
た
ち
が
戦
闘
準
備
に
追
わ
れ
る
中
、
海
賊
側
か
ら
通
信
が
入
っ
て
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来
た
。
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第
二
話

「
何
の
つ
も
り
か
し
ら
」

ナ
オ
は
首
を
傾
げ
た
。

「
さ
ぁ
、
と
に
か
く
話
を
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
回
線
を
つ
な
い
で
く

れ
」

回
線
を
つ
な
ぐ
と
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
と
同
年
く
ら
い
の
若
々
し
い
貴
公
子
然
と
し

た
黒
髪
の
美
青
年
が
映
し
出
さ
れ
た
。

「
私
は
、
サ
ー
・
ド
レ
イ
ク
。
こ
の
海
賊
の
首
魁
で
あ
る
。
艦
隊
司
令
官
に
降

伏
を
す
す
め
る
べ
く
、
こ
う
し
て
通
信
を
つ
な
い
で
い
る
」

肩
ま
で
の
び
た
長
い
黒
髪
を
煌
め
か
せ
た
若
き
海
賊
提
督
は
威
風
堂
々
と
言
う

言
葉
が
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
と
言
っ
た
態
度
で
話
し
た
。
ナ
オ
が
そ
の
態
度

に
憤
慨
し
、
金
色
の
髪
を
逆
立
た
せ
て
ド
レ
イ
ク
に
一
言
言
お
う
と
し
た
し
た

瞬
間
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
ナ
オ
を
制
止
し
た
。

「
本
職
は
、
バ
ー
ラ
ト
星
系
警
備
艦
隊
第
六
戦
隊
司
令
官
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
テ

ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
大
佐
で
す
。
『
海
賊
騎
士
』
ヘ
ル
・
ド
レ
イ
ク
に
ま
み
え
る
こ

と
が
出
来
て
光
栄
で
す
」

サ
ー
・
ド
レ
イ
ク
は
こ
の
年
三
十
歳
。
本
名
は
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
ア

ウ
ブ
ス
ブ
ル
グ
と
言
っ
た
。
旧
帝
国
時
代
の
門
閥
貴
族
の
家
に
生
ま
れ
、
幼
年

学
校
入
学
前
、
リ
ッ
プ
シ
ュ
タ
ッ
ト
戦
役
に
お
い
て
生
家
が
没
落
、
以
後
、
苦

学
し
な
が
ら
士
官
学
校
を
卒
業
、
武
勲
著
し
く
、
数
年
で
大
佐
に
昇
進
、
バ
ー

ラ
ト
星
系
の
宇
宙
海
賊
を
討
伐
中
、
海
賊
が
自
分
の
生
家
の
側
近
の
者
と
知
り
、
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そ
の
懇
請
を
受
け
、
海
賊
の
頭
目
に
な
っ
た
。
彼
率
い
る
海
賊
団
は
彼
の
統
制

さ
れ
た
指
揮
に
よ
っ
て
帝
国
艦
隊
を
圧
倒
。
無
抵
抗
の
者
に
は
危
害
を
加
え
ず
、

そ
の
堂
々
と
し
た
闘
い
ぶ
り
か
ら
「
海
賊
騎
士
」
と
あ
だ
名
さ
れ
、
市
民
か
ら

も
人
気
を
集
め
て
い
た
。

「
見
た
と
こ
ろ
卿
の
兵
力
は
五
〇
〇
。
こ
ち
ら
は
一
〇
〇
〇
。
明
ら
か
に
分
が

悪
い
。
無
益
な
戦
闘
は
好
ま
ぬ
。
降
伏
さ
れ
よ
」

尊
大
に
思
え
る
言
葉
も
、
尊
大
に
は
思
え
ぬ
。
先
帝
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
な
ら
ば
、

厚
く
遇
し
た
で
あ
ろ
う
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
、
そ
う
考
え
る
と
少
し
苦
笑
し
た
。

「
サ
ー
・
ド
レ
イ
ク
。
我
々
も
武
人
の
端
く
れ
で
す
。
市
民
に
危
害
を
加
え
た

者
を
置
い
て
逃
げ
出
し
た
と
あ
っ
て
は
我
々
の
名
折
れ
で
す
。
商
船
の
救
助
も

あ
り
ま
す
。
申
し
出
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
」

「
わ
か
っ
た
。
致
し
方
あ
る
ま
い
」

そ
う
言
う
と
、
ド
レ
イ
ク
は
通
信
を
切
っ
た
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
傍
ら
の
ナ
オ
の

方
を
向
く
と
言
っ
た
。

「
参
謀
長
、
艦
隊
の
中
か
ら
五
〇
隻
を
残
り
の
輸
送
船
団
の
防
衛
と
、
生
存
者

の
救
助
に
あ
た
ら
せ
ろ
。
残
り
は
ド
レ
イ
ク
と
の
戦
闘
を
行
う
」

「
相
手
は
、
あ
の
ド
レ
イ
ク
。
し
か
も
兵
力
は
こ
ち
ら
の
二
倍
。
勝
て
る
の
？

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
？
」

「
そ
う
思
う
か
ら
、
そ
の
表
情
な
ん
だ
ろ
う
？
ナ
オ
さ
ん
」

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
聞
き
返
し
た
。
ナ
オ
の
顔
は
自
信
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
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「
も
ち
ろ
ん
。
我
々
は
そ
れ
が
得
意
技
で
す
か
ら
」
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第
三
話

新
帝
国
暦
二
一
年
一
月
二
十
日
午
後
四
時
、
海
賊
ド
レ
イ
ク
と
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー

艦
隊
と
の
戦
端
が
開
か
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
参
加
兵
力
は
ド
レ
イ
ク
側
一
〇

六
〇
隻
、
約
一
〇
万
人
、
対
す
る
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
艦
隊
は
四
五
〇
隻
、
将
兵
五
万

一
〇
二
〇
人
で
あ
っ
た
。

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
艦
隊
は
密
集
隊
形
を
と
る
と
、
突
撃
を
か
け
た
。
ド
レ
イ
ク
艦
隊

と
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
艦
隊
の
間
隙
が
み
る
み
る
う
ち
に
狭
く
な
っ
て
い
く
。
モ
ニ
タ

ー
越
し
に
見
え
る
星
々
が
線
を
描
き
な
が
ら
後
ろ
に
流
れ
て
い
く
の
を
ナ
オ
は

見
た
。

「
ま
ず
、
突
撃
か
。
思
っ
た
ほ
ど
芸
が
無
い
な
。
全
艦
、
斜
線
陣
を
と
り
、
右

か
ら
左
へ
力
を
受
け
流
す
」

ド
レ
イ
ク
は
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
艦
隊
の
突
撃
に
合
わ
せ
て
艦
隊
右
翼
の
兵
力
を
厚
く

さ
せ
る
と
、
斜
線
陣
を
し
い
た
。

「
こ
ち
ら
に
は
長
距
離
砲
が
少
な
い
。
よ
ぉ
く
狙
っ
て
沈
め
ろ
よ
」

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
艦
橋
か
ら
指
示
を
出
し
た
。

「
司
令
官
、
ま
も
な
く
射
程
に
入
り
ま
す
」

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
報
告
の
後
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
右
手
を
上
げ
た
。

「
砲
撃
戦
、
用
意
」

か
の
ヤ
ン
・
ウ
ェ
ン
リ
ー
な
ら
ば
、
帽
子
を
直
し
た
で
あ
ろ
う
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
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は
眼
鏡
を
か
け
直
す
と
、
再
度
右
手
を
上
げ
、
一
気
に
振
り
下
ろ
し
た
。

「
フ
ァ
イ
エ
ル
！
！
」

中
性
子
ビ
ー
ム
と
お
び
た
だ
し
い
数
の
ミ
サ
イ
ル
が
一
斉
に
発
射
さ
れ
た
。

「
フ
ァ
イ
エ
ル
！
」

ド
レ
イ
ク
側
で
も
、
ほ
ぼ
同
時
に
砲
撃
が
開
始
さ
れ
た
。
互
い
の
中
性
子
ビ
ー

ム
が
交
差
し
、
い
く
つ
も
の
光
芒
が
生
ま
れ
た
。
だ
が
、
む
し
ろ
被
害
の
多
か

っ
た
の
は
ド
レ
イ
ク
側
で
あ
っ
た
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
艦
隊
の
精
密
な
砲
撃
を
前
に
、

ド
レ
イ
ク
の
先
陣
は
甚
大
な
被
害
を
被
っ
て
い
た
。

「
な
ん
と
い
う
正
確
で
、
し
か
も
効
率
の
良
い
射
撃
だ
。
…
…
左
翼
を
前
進
、

半
月
状
に
敵
艦
隊
を
包
囲
す
る
」

ド
レ
イ
ク
は
右
翼
に
被
害
と
注
意
を
引
き
受
け
る
と
同
時
に
、
左
翼
を
前
進
し
、

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
艦
隊
を
半
包
囲
態
勢
に
し
こ
う
と
考
え
た
。
用
兵
家
と
し
て
の
彼

の
手
腕
は
帝
国
の
正
規
軍
の
提
督
の
そ
れ
と
何
ら
遜
色
は
無
く
、
む
し
ろ
そ
れ

を
凌
駕
し
て
い
た
。
彼
率
い
る
海
賊
艦
隊
は
整
然
と
前
進
し
、
そ
の
包
囲
の
網

を
閉
じ
つ
つ
あ
っ
た
。

左
翼
に
動
き
が
あ
っ
た
と
同
時
に
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
艦
隊
の
後
衛
を
守
っ
て
い
た

ア
ジ
ェ
ナ
艦
長
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ビ
ス
マ
ル
ク
中
佐
か
ら
連
絡
が
入

っ
て
来
た
。
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第
四
話

「
先
輩
。
元
気
で
す
か
？
」

「
あ
ぁ
、
退
屈
は
し
て
い
な
い
な
」

戦
闘
中
、
不
謹
慎
極
ま
る
会
話
で
あ
る
が
、
挨
拶
は
こ
の
と
き
ど
う
で
も
よ
か

っ
た
。
ア
ル
ベ
ル
ト
は
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
の
士
官
学
校
時
代
の
後
輩
で
あ
り
、
艦
隊

指
揮
に
お
い
て
も
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
の
半
身
と
も
言
う
べ
き
存
在
だ
っ
た
。
ア
ル

ベ
ル
ト
は
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
に
お
ど
け
な
が
ら
言
っ
た
。

「
先
輩
、
俺
、
今
、
退
屈
し
て
い
る
ん
で
す
が
…
…
」

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
モ
ニ
タ
ー
を
見
た
。
敵
の
意
図
と
、
ア
ル
ベ
ル
ト
の
言
わ
ん
と

し
て
い
る
こ
と
を
察
す
る
と
、
に
や
り
と
笑
っ
た
。

「
わ
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
右
に
出
て
、
暴
れ
て
く
れ
」

そ
れ
だ
け
で
、
長
年
の
先
輩
後
輩
の
意
思
疎
通
は
十
分
だ
っ
た
。
ア
ジ
ェ
ナ
以

下
後
衛
六
〇
隻
は
、
艦
隊
の
右
翼
に
出
る
と
、
突
出
し
た
ド
レ
イ
ク
艦
隊
左
翼

に
痛
撃
を
与
え
た
。

「
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
テ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
ば
か
り
が
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
サ
ー
カ
ス
を
使

え
る
と
思
っ
た
ら
大
間
違
い
だ
と
奴
ら
に
知
ら
せ
て
や
ろ
う
！
　
撃
て
ぇ
！
！
」

ミ
サ
イ
ル
と
中
性
子
ビ
ー
ム
の
大
群
が
突
出
し
た
部
隊
に
襲
い
か
か
っ
た
。
ひ

と
際
突
出
し
た
部
隊
約
五
〇
隻
あ
ま
り
が
、
一
瞬
に
し
て
火
球
と
化
し
て
消
滅

し
た
。
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「
や
は
り
、
先
輩
が
考
え
た
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
サ
ー
カ
ス
は
完
璧
だ
。
攻
守
に
渡

っ
て
通
用
出
来
る
」

ア
ル
ベ
ル
ト
は
腕
を
振
っ
て
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
し
た
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
テ
ン
シ
ュ

テ
ッ
ト
が
考
案
し
た
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
サ
ー
カ
ス
は
複
雑
き
わ
ま
り
な
い
戦
術
で

あ
る
。
艦
同
士
の
同
士
討
ち
を
せ
ず
、
し
か
も
弾
幕
射
撃
を
行
う
危
険
な
戦
術

を
艦
隊
レ
ベ
ル
で
完
璧
に
再
現
出
来
た
艦
隊
司
令
官
は
わ
ず
か
四
人
し
か
存
在

し
な
い
。
一
人
は
考
案
者
の
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
。
そ
し
て
、
艦
隊
参
謀
長
で
あ
り
、

後
に
分
艦
隊
司
令
官
に
な
る
ナ
オ
・
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ア
ジ
ェ
ナ
艦
長

の
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ビ
ス
マ
ル
ク
。
そ
し
て
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
の
師
匠
で

あ
る
バ
ー
ラ
ト
星
系
自
治
政
府
軍
統
合
作
戦
本
部
戦
術
研
究
部
長
、
ハ
ー
ヴ
ェ

イ
・
ウ
ォ
ー
ル
バ
ン
ガ
ー
中
将
だ
け
で
あ
っ
た
。

「
な
か
な
か
や
る
…
…
敵
も
曲
者
と
い
う
訳
だ
な
」

ド
レ
イ
ク
は
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
の
大
胆
か
つ
巧
緻
な
用
兵
に
嘆
息
し
た
。
敵
に
倍
す

る
兵
力
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
の
兵
力
で
ご
り
押
し
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
敵
の
足
を
食
い
止
め
、
輸
送
船
団
を
後
方
の
安
全
宙
域
ま
で
離

脱
さ
せ
る
た
め
に
時
間
を
か
け
る
こ
と
に
腐
心
し
て
い
た
。
故
に
、
敵
先
鋒
に

の
み
攻
撃
を
集
中
さ
せ
、
攻
撃
の
出
足
を
挫
く
こ
と
で
ド
レ
イ
ク
側
の
大
半
の

兵
力
を
遊
兵
に
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
さ
せ
て
い
た
。

し
か
し
、
大
規
模
輸
送
船
団
は
、
ド
レ
イ
ク
に
し
て
み
れ
ば
大
き
な
獲
物
で
あ

り
、
そ
れ
を
逃
が
す
こ
と
は
今
後
の
彼
の
活
動
に
も
影
響
を
与
え
る
も
の
だ
っ

た
。

戦
闘
開
始
か
ら
ほ
ぼ
二
時
間
が
経
過
し
た
午
後
六
時
、
戦
線
は
微
妙
に
膠
着
し

て
い
た
。
ド
レ
イ
ク
艦
隊
主
力
は
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
艦
隊
主
力
の
攻
撃
を
防
ぎ
、
ド

レ
イ
ク
艦
隊
左
翼
は
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
艦
隊
右
翼
に
攻
撃
を
与
え
て
い
た
。
双
方
ど

ち
ら
も
攻
守
に
渡
っ
て
均
衡
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
攻
め
あ
ぐ
ね
て
い
る
様
相
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を
呈
し
て
い
た
。

「
さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
ね
」

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
艦
隊
参
謀
長
、
ナ
オ
・
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
中
佐
が
腕
時
計
を

見
た
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
艦
隊
の
奥
の
手
が
そ
の
配
置
を
終
え
つ
つ
あ
っ
た
。
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第
五
話

「
膠
着
状
態
が
長
く
続
い
て
お
り
ま
す
ぞ
。
若
。
こ
こ
は
中
軍
を
出
し
て
敵
を

蹴
散
ら
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
」

ド
レ
イ
ク
の
参
謀
、
テ
オ
ド
ー
ル
・
ア
ル
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
言
っ
た
。
ド
レ
イ
ク

を
海
賊
の
世
界
に
引
き
ず
り
込
ん
だ
人
物
で
あ
る
。

「
う
む
…
…
じ
ぃ
の
言
う
通
り
だ
な
。
先
鋒
を
後
ろ
に
下
げ
よ
。
フ
ァ
ラ
ン
ク

ス
で
敵
を
粉
砕
す
る
」

先
鋒
部
隊
が
ゆ
っ
く
り
と
動
き
始
め
た
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
が
執
拗
に
攻
撃
を
加
え

た
た
め
、
艦
隊
自
体
の
動
き
は
鈍
く
な
り
、
ド
レ
イ
ク
の
意
図
し
た
程
早
い
艦

隊
運
動
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
遅
い
な
…
…
」

ド
レ
イ
ク
が
そ
う
つ
ぶ
や
い
た
瞬
間
、
後
ろ
か
ら
衝
撃
が
襲
い
か
か
っ
た
。
艦

隊
の
背
後
が
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
に
よ
る
攻
撃
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

「
編
隊
全
機
。
俺
た
ち
は
戦
艦
だ
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
艦
隊
の
大
砲
だ
。
戦
艦
や
大

砲
が
戦
艦
を
沈
め
ら
れ
な
い
な
ん
て
不
名
誉
を
か
ぶ
る
な
。
一
艦
の
こ
ら
ず
沈

め
て
し
ま
え
！
！
」

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
艦
隊
空
戦
隊
長
、
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
少
佐

が
自
分
の
指
揮
す
る
部
隊
に
檄
を
飛
ば
し
た
。
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
機
は
自
分
の
機

体
に
塗
ら
れ
た
赤
い
ス
ト
ラ
イ
プ
を
煌
め
か
せ
、
敵
後
衛
部
隊
に
襲
い
か
か
っ

た
。
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「
ま
ず
は
、
一
隻
！
！
」

濃
密
な
対
空
砲
火
を
も
の
と
も
せ
ず
、
彼
は
巡
航
艦
を
一
瞬
に
し
て
血
祭
り
に

上
げ
た
。

ナ
オ
が
戦
闘
開
始
前
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
に
提
案
し
た
戦
術
は
ま
ず
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー

艦
隊
本
隊
が
敵
艦
隊
主
力
を
引
き
つ
け
、
そ
の
間
に
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
部
隊
が
敵

艦
隊
背
後
に
進
出
し
、
攻
撃
を
与
え
た
後
、
乱
戦
状
態
に
持
ち
込
ん
で
敵
の
退

却
を
誘
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
戦
術
は
ナ
オ
が
士
官
学
校
時
代
、
ヴ

ェ
ル
ナ
ー
を
き
り
き
り
舞
い
さ
せ
た
戦
術
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
い
っ

た
ん
捕
ま
っ
て
し
ま
え
ば
、
脱
出
は
困
難
で
あ
っ
た
。

実
際
、
ナ
オ
の
予
測
通
り
に
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
部
隊
は
敵
陣
深
く
切
り
込
み
、
中

軍
す
ら
も
そ
の
艦
列
を
崩
し
始
め
て
い
た
。

「
…
…
道
化
師
が
。
遊
び
は
終
わ
り
だ
！
　
全
艦
密
集
隊
形
！
！
」

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
艦
隊
は
終
止
戦
闘
宙
域
を
支
配
し
て
い
た
が
、
つ
い
に
ド
レ
イ
ク

艦
隊
が
物
量
に
ま
か
せ
、
全
面
攻
勢
を
開
始
し
た
。
そ
れ
は
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
と
ナ

オ
が
も
っ
と
も
恐
れ
て
い
た
攻
撃
だ
っ
た
。

「
突
撃
！
！
」

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
も
ド
レ
イ
ク
の
突
撃
に
備
え
て
は
い
た
が
、
圧
倒
的
に
ド
レ
イ
ク

の
突
撃
が
早
く
、
し
か
も
そ
の
砲
火
が
激
烈
で
あ
り
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
の
指
揮
す

る
兵
力
も
残
り
三
五
〇
隻
を
き
っ
て
い
た
た
め
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
戦
線
は

瓦
解
し
た
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
艦
隊
は
左
右
に
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
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第
六
話

「
や
ら
れ
た
！
！
」

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
指
揮
シ
ー
ト
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
。

「
直
撃
来
ま
す
！
！
」

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
報
告
が
早
い
か
、
サ
タ
ー
ン
の
機
関
部
に
直
撃
弾
が
命
中
し
、

大
き
な
振
動
が
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
た
ち
を
襲
っ
た
。

「
第
一
、
第
二
機
関
部
、
大
破
！
！
」

「
す
ぐ
に
切
り
離
せ
！
」

サ
タ
ー
ン
艦
長
の
ミ
ハ
イ
ル
・
ブ
ラ
ウ
ン
中
佐
が
即
断
し
た
。
サ
タ
ー
ン
は
こ

れ
に
よ
っ
て
機
動
力
を
喪
失
し
、
艦
と
し
て
の
運
動
が
ほ
ぼ
不
可
能
に
な
っ
た

が
、
こ
の
判
断
が
な
け
れ
ば
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
も
ナ
オ
も
そ
し
て
、
サ
タ
ー
ン
も

宇
宙
の
塵
と
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、
サ
タ
ー
ン
の
危
機
は
こ
れ
だ
け
に

終
わ
ら
な
か
っ
た
。

「
敵
艦
、
真
正
面
！
！
」

機
関
部
が
使
い
物
に
な
ら
な
く
な
っ
た
サ
タ
ー
ン
は
最
早
瀕
死
の
状
態
だ
っ
た
。

目
の
前
の
巡
航
艦
が
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
に
は
ヴ
ァ
ル
ハ
ラ
の
使
い
の
よ
う
に
見
え
た
。

「
ナ
オ
さ
ん
！
」

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
ナ
オ
の
名
前
を
呼
ん
だ
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
傍
ら
の
ナ
オ
を
一
瞬
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見
つ
め
、
す
ま
な
い
、
１
１
年
前
の
誓
い
を
守
れ
そ
う
に
な
い
と
心
の
中
で
謝

っ
た
。
敵
艦
の
中
性
子
ビ
ー
ム
砲
が
煌
め
い
た
そ
の
時
、
敵
艦
が
爆
発
し
た
。

「
司
令
官
！
　
無
事
で
す
か
！
！
」

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
率
い
る
空
戦
隊
が
ド
レ
イ
ク
艦
隊
に
追
い
つ
い
た
。
空
戦
隊
は

ド
レ
イ
ク
艦
隊
の
背
後
を
再
度
攻
撃
し
た
が
、
い
か
ん
せ
ん
こ
ち
ら
も
数
を
減

ら
さ
れ
て
お
り
、
大
し
た
損
害
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
ヴ
ェ
ル
ナ

ー
艦
隊
は
戦
線
を
維
持
す
る
こ
と
も
不
可
能
に
な
り
、
あ
と
は
殲
滅
さ
れ
る
だ

け
か
に
思
わ
れ
た
。
だ
が
、
ド
レ
イ
ク
艦
隊
は
そ
の
ま
ま
、
逃
走
を
図
っ
て
ヴ

ェ
ル
ナ
ー
艦
隊
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。
次
の
瞬
間
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
艦
隊
の
真
正

面
に
三
〇
〇
〇
隻
も
の
艦
隊
が
現
れ
た
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
か
ら
の
応
援
要
請
を
受

け
た
、
バ
ー
ラ
ト
自
治
政
府
軍
の
ラ
オ
中
将
率
い
る
艦
隊
が
救
援
に
現
れ
た
の

だ
っ
た
。

「
こ
の
損
害
で
は
追
撃
戦
は
無
理
で
す
ね
」

ブ
ラ
ウ
ン
は
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
に
言
っ
た
。

「
あ
ぁ
、
そ
う
だ
な
。
直
ち
に
帰
投
し
よ
う
。
そ
れ
か
ら
ア
ル
ベ
ル
ト
を
呼
ん

で
く
れ
」

直
ち
に
ア
ジ
ェ
ナ
艦
長
の
ア
ル
ベ
ル
ト
が
呼
ば
れ
た
。
モ
ニ
タ
ー
越
し
に
ア
ル

ベ
ル
ト
は
敬
礼
し
た
。

「
サ
タ
ー
ン
が
大
破
し
て
満
足
に
動
け
な
い
。
済
ま
な
い
が
基
地
ま
で
引
っ
張

っ
て
い
っ
て
く
れ
」

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
が
後
輩
に
頼
む
と
、
ア
ル
ベ
ル
ト
は
破
顔
し
て
言
っ
た
。
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「
お
任
せ
く
だ
さ
い
。
酔
っ
た
先
輩
を
送
り
届
け
る
の
は
士
官
学
校
時
代
か
ら

僕
の
役
目
で
し
た
か
ら
ね
。
お
安
い
御
用
で
す
」

ナ
オ
と
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
お
互
い
を
見
合
わ
せ
笑
っ
た
。
ア
ル
ベ
ル
ト
は
そ
れ
で

は
と
通
信
を
切
っ
た
。

「
恐
る
べ
き
敵
だ
っ
た
。
あ
の
ま
ま
戦
っ
て
い
た
ら
、
俺
た
ち
は
間
違
い
な
く

死
ん
で
い
た
」

「
え
ぇ
…
…
そ
う
ね
。
私
達
も
も
っ
と
戦
い
方
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
わ
」

ナ
オ
と
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
、
海
賊
騎
士
と
の
闘
い
を
反
芻
し
て
い
た
。

二
人
は
尊
敬
と
脅
威
に
値
す
る
敵
を
同
時
に
得
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼

が
特
務
艦
隊
と
し
て
バ
ー
ラ
ト
星
系
を
離
れ
る
ま
で
、
幾
度
と
な
く
、
ド
レ
イ

ク
と
の
激
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。

ド
レ
イ
ク
も
ま
た
、
自
身
の
旗
艦
の
中
で
、
道
化
師
と
あ
だ
名
し
た
ヴ
ェ
ル
ナ

ー
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
。

「
大
し
た
敵
だ
っ
た
。
今
ま
で
戦
っ
た
帝
国
軍
の
だ
れ
よ
り
も
強
か
っ
た
」

「
若
…
…
ご
機
嫌
の
よ
う
で
す
な
」

側
近
の
テ
オ
ド
ー
ル
が
言
っ
た
。
ド
レ
イ
ク
は
少
し
笑
っ
て
言
っ
た
。

「
ふ
…
…
顔
に
出
て
し
ま
っ
た
か
。
ま
た
、
戦
場
で
相
見
え
る
の
が
楽
し
み
だ
。

今
回
は
邪
魔
が
入
っ
た
が
、
次
は
ヤ
ツ
を
し
と
め
て
や
ろ
う
」

こ
う
し
て
、
新
帝
国
暦
二
一
年
一
月
二
十
日
、
俗
に
言
う
ケ
リ
ム
星
域
遭
遇
戦

は
双
方
退
却
と
い
う
結
果
で
幕
を
閉
じ
た
。
ド
レ
イ
ク
と
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
、
二
人
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の
闘
い
は
続
い
て
い
く
…
…
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第
六
話
（
後
書
き
）

つ
い
に
現
れ
た
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
の
好
敵
手
。

次
回
作
に
も
登
場
し
ま
す
。

次
の
銀
河
英
雄
年
代
史
外
伝
シ
リ
ー
ズ
を
お
楽
し
み
に
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

銀河英雄年代史外伝　ケリム星域遭遇戦
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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